
■問　哲学たいけん村無我苑　☎41－8522

❖ 哲学たいけん村無我苑　イベントガイド ❖

展示者の都合により、期間が変更になる場合があります。
公共施設ロビー展示

※新川・大浜・棚尾公民館は月曜日も開館します。

哲学講座
コロナ禍で新しい生活様式を続ける中で、「コロ

ナ禍の中思うこと」をテーマに、参加者の対話を
主体とした哲学講座を開催します。社会全体に大
きく影響を与え、参加者全員が当事者でもある話
題を通して、より身近に哲学を感じてみませんか。
Zoomを使ったオンラインでの講座です。

■時　10月16日㈯　14時～16時
■講　梶谷真司氏（東京大学大学院教授）
■定　15人（先着順）
■￥　500円
■申　9月18日㈯10時よりあいち電子申請・届出
システム
※受講費は申し込み完了後に送付
する納付書又はオンライン決済
で振り込んでください。

和の歳時記教室
部屋や庭掃除に大活躍の「ほうき」。最近でも、電
気を使わないので経済的、音が出ないので夜間でも使
用できると評価されています。昔の暮らしの中では身
近な植物を用いて、家庭で作るものでした。昔の良き
日本を小説家 幸田文氏の「しつけ帖」から学びなが
ら、ほうきを作成します。

■時　11月6日㈯　10時～12時、13時30分～15時30
分
■講　内藤満里子氏
■定　各10人（先着順）
■￥　3,500円（呈茶付き／材料費含む）
■申　9月25日㈯10時より電話で哲学たいけん村無我苑
※受講費は申し込み後10日以内に支払ってください。

【全共通】　■所　哲学たいけん村無我苑

ズーム

干支の手工芸（月曜会）新川公民館
☎41－2103

七宝焼（グループ釉）

陶芸（加藤真誠）
陶芸（杉浦長次）
日本画（みつわ会）

ところ 11月10月

絵手紙
（中山再青会絵手紙クラブ）リフォーム作品（弥生会）

植物画（ボタニカルアート
彩画クラブ）

花のスケッチ（杉浦瞳）
木目込み人形
（木目込み人形教室）

押し絵（つばき会）

筆ペン作品（あじさいの会）
手工芸（ビーズサークル）

陶芸（杉浦長次）

創作アップリケ
（たんぽぽグループ）

俳句（気まま会）
手芸・手編み（手編教室）

創作パッチワーク
（福寿草の会）

手芸作品
（アトリエ　リプル）

陶芸（杉浦勝）
クレイフラワー（有永慈子）

押し絵（つばき会）

12月

中部公民館
☎42－8266

写真
（碧南工科高校写真部）

書道（故 板倉三穣書道展）

バルーンアート
（グリーンピース）
フラワーアレンジメント
（五十嵐名保美）

写真・資料
（西端自主防災会）

大浜公民館
☎42－1182

日進公民館
☎48－2678

棚尾公民館
☎41－0892

写真
（碧南工科高校写真部）

農業者コミュニティ
センター
☎42－5888

鷲塚公民館
☎48－5412
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Point

総務省統計局では、10月20日現在で社会生活基本調査を実施します。この調査は、1日にどのくらいの時間を
仕事、家事、地域での活動などに費やしているか、過去1年間の自由時間にどのような活動を行ったか調べるもの
です。結果は、ワーク・ライフ・バランスの推進、少子高齢化対策などの施策の基礎資料となります。皆さんの理
解と協力をお願いします。

■対　無作為に選ばれた全国約91,000世帯の内10歳以上の世帯員
※調査をお願いする世帯には、10月に調査員が伺います。

■問　県統計課　☎052－954－6116

社会生活基本調査への協力をお願いします

40歳以上の人を対象とした特定健診を行っています。特定健診は高血圧や糖尿病、脂質異常症などの生活習慣
病を早期発見できる良い機会です。生活習慣病にかかると治療には多くの時間と費用がかかり、放っておくと心臓
病や脳卒中などの病気につながることもあります。生活習慣病を予防するには日頃からの健康管理が重要です。1
年に一度は特定健診を受けましょう。
市国保加入者でまだ受けてない人は、市内の健診実施医療機関で無料受診できます。5月下旬に郵送した受診券
を無くした人は、保健センター（☎48－3751）に問い合わせてください。

■時　令和4年1月31日㈪まで
※期間を延長しました。医療機関によって受付・実施状況が異なるので、必ず医療機関に確認してください。
■所　市内健診実施医療機関（広報へきなん5月15日号又は市ホームページ参照）
■対　40歳以上の市国民健康保険加入者（国保資格喪失後の受診不可）

■問　国保年金課国保係　☎95－9891

国保に加入している皆さんへ　年に一度は特定健診を受けましょう

衣浦東部保健所管内では、令和2年に新たに55人が結核と診断され、その内半数は60歳以上でした。結核患者
に高齢者が多いのは、若い頃に感染した結核菌が、加齢による体力の衰えや免疫力の低下をきっかけに、活動を始
めてしまうからだと言われています。一方で、働きざかりの世代での発病も依然多くあり、油断は禁物です。結核
を予防し、早期発見するためのポイントを紹介します。

・2週間以上のせきやたんなどの症状が続く時には必ず病院を受診しましょう。
・年1回は職場健診や住民検診などで胸部X線検査を受けましょう。
・バランスのとれた食事、十分な睡眠、適度な運動など、規則正しい生活を心が
けましょう。
・乳児には結核の予防接種（BCG）があります。市の案内に従って1歳までに受
けましょう。

結核に関する相談や支援をしているので、気軽に衣浦東部保健所に連絡してください。

■問　衣浦東部保健所健康支援課　☎21－9338

長引くせきは“結核”かも！？　年に1回は胸部X線検査を受けましょう

■Ｑ　健診はいつでもできるのです
か

■Ａ　健診はいつでもできますが、
特定健診以外で受診する場合は基
本的に健康保険が適用されないた
め、高額な費用がかかってしまう
場合があります。特定健診は、受
診後のケアも充実しています。

■Ｑ　年の途中に市国保に加入し
た場合はどうなるのですか

■Ａ　11月末までに加入した人
は、保健センターから特定健診
の案内を郵送します。12月以
降に加入した人は、保健センタ
ーで実施する生活習慣病予防健
診（有料）が利用できます。

■Ｑ　現在通院中であれば健診
は必要ないのですか

■Ａ　治療中の病気以外の異常
が見つかる場合もありますの
で、受診をおすすめしますが、
主治医と十分に相談し、健診
を受けるかどうか検討してく
ださい。

特 定 健 診 Ｑ ＆ Ａ

△結核予防キャラクター
シールぼうや

11


